
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

出
席
者
の
制
限
が
な
く
通
常
開
催
に
な
り
、

出
席
者
・
委
任
状
提
出
者
併
せ
て
87
％
の

高
出
席
率
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
地
域
班
長
の
輪
番
制
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
班
体
制
の
一

層
の
充
実
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
休
止
さ
れ

て
い
た
同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
再

開
、
更
に
互
助
会
活
動
で
は
新
た
に
「
映

画
の
会
」
や
「
卓
球
の
会
」
等
を
開
催
し
、

〜
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
　
み
ん
な
で
つ
な

が
り
　
さ
さ
え
あ
う
〜
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

『
み
ん
な
で
学
ぼ
う
出
前
講
座
』（
９

月
・
11
月
）・
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
『
き
て

き
て
』（
８
月
）・『
シ
ル
バ
ー
の
日
の
取

り
組
み
』（
日
時
未
定
）
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
熱
中
症
予
防
な
ど
健
康
管
理

に
十
分
気
を
つ
け
て
「
仲
間
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
仕
事
」
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
の
「
き
て
き
て
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
繋
が
る
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

『
あ
な
た
の
不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
が
　
誰
か
の
必
要
な
モ
ノ
に
な
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

行
う
「
物
々
交
換
」
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、
1
点
持
参
し
た
ら
1
点
持
ち
帰
る
ル
ー
ル
で
す
。
モ
ノ
を
大
切
に
残

し
、
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
不
要
な
消
費
を
減
ら
し

思
い
出
や
気
持
ち
の
バ
ト
ン
が
繋
が
り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
方
（
会
員
外
の
方
も
Ｏ
Ｋ
）
に
も
お
声
か
け

い
た
だ
き
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
8
月
29
日（
火
）13
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム（
シ
ル
バ
ー
事
務
所
横
）

●
内
容
　
衣
料
品
及
び
服
飾
雑
貨（
帽
子
・
ス
カ
ー
フ
・
手
袋
等
）

を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
会
場
に
あ
る
別
の
モ
ノ
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す（
物
々
交
換
）。

　
　
　
　
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
た
め
、
０

円
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　シルバー人材センター事業は「高齢者の豊かな知識・経験・技能
を生かした『働く場』を提供し、働くことを通じて社会参加を図り、
生活感を充実させ、高齢者の能力を生かした活力ある地域社会づく
りをめざす」ものであり、事業そのものがＳＤＧｓの目標に対し有
用であると考えられます。
◎当センターは一人でも多くの方に、センターの会員となってい
ただき、その役割を十分に発揮し、持続可能な社会の実現を目
指します。１７の目標のうち、特に優先的に実施すべき主な取
り組みは次のとおりです。

 【SDGsとは】
SDGs（Sustainable　Development　Goals：持続可能な開発
目標）は地球上の様々な問題を解決して、誰も取り残さないように、
みんなが幸せに暮らせる世界を目指すための目標です。2015年の
国連で決められた、2030年までに達成したい17の目標があります。

＊
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン「
き
て
き
て
」＊

あなたの活動がシルバー人材センターとＳＤＧｓに

編編

集集

後後

記記

　
今
年
度
は
「
み
ん
な
で
　
つ
な
が
り
　
さ
さ
え
あ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
登
録
し
続
け
た
い
と
思
え
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
、
就
業
以
外
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
企

画
・
実
施
し
て
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
で
シ
ル
バ
ー
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

表
紙
解
説

～ みんなで  つながり  ささえあう ～～ みんなで  つながり  ささえあう ～

ぐ
る
り  

お
譲
り
交
換
会

優
先
的
に
実
施
す
べ
き
主
な
取
り
組
み

１高齢者世代が活躍
　できる就業の確保
　と提供

２高齢者世代が学び
　ながら交流できる
　場を提供

３地域社会との連携
　と貢献できる場の
　提供

「
絵
手
紙
」は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　 は
じ
め
ま
し
た

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　 は
じ
め
ま
し
た

今
年
度
か
ら
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
回

「
５
０
０
円
」
）
の
受
講
料
で
、
『
絵
手

紙
講
座
』
を
始
め
ま
し
た
。

絵
手
紙
が
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
講
座
と
な
っ
て
お
り
、
講
師
は
日

本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
で
も
あ
る
セ
ン

タ
ー
の
会
員
さ
ん
で
す
。

季
節
に
合
わ
せ
て
、
気
負
わ
ず
楽
し
く

描
い
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
参
加
者
同
士

の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
生
徒
さ
ん
募
集
中
で
す
。
会

員
外
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
特

技
や
資
格
等
を
活
か
し
て
、
新
た
な
就

業
機
会
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
優
れ
た
技
能
、

資
格
、
経
験
等

を
講
座
や
講
演

等
の
講
師
や
指

導
者
と
し
て
生

か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
使
用
済
み
の
下
着
類
や
着
物・ネ
ク
タ
イ
は
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
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議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
20
年
登
録
表
彰
（
対
象
10
名
）

及
び
10
年
登
録
表
彰
（
対
象
19
名
）
並
び

に
新
規
受
注
獲
得
表
彰
（
対
象
３
名
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
竹
村
理
事
長
が
『
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
へ
　
み
ん
な
で
　
つ
な
が
り
　
さ
さ

え
あ
う
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
ら
か
に
掲

げ
、
「
セ
ン
タ
ー
の
根
幹
を
な
す
会
員
拡

大
へ
声
掛
け
の
協
力
を
求
め
る
と
共
に
、

高
齢
社
会
に
対
す
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

一
層
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
活

力
と
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
」
と

の
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
ご
来
賓
と
し
て
、
京
都
府
山
城
広

域
振
興
局
農
林
商
工
部
・
岩
松
義
秀
参
事

様
（
局
長
代
理
）
、
京
田
辺
市
長
　
上
村

崇
様
、
京
田
辺
市
議
会
副
議
長
　
久
保
典

彦
様
（
議
長
代
理
）
を
は
じ
め
、
多
数
の

方
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

働
く
こ
と
を
求
め
入
会
し
た
会
員
が
、

永
く
働
き
続
け
ら
れ
る
と
共
に
、
セ
ン
タ

ー
に
い
つ
ま
で
も
登
録
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
会
員
の
「
出
番
」
と
「
居
場
所
づ

く
り
」
の
創
出
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
が
楽

し
み
な
が
ら

参
画
で
き
る

セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ

へ
の
対
応
と

挑
戦
に
よ
り
、

地
域
社
会
で

一
層
輝
く
団

体
と
な
る
べ

く
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

６月１日（金）、中央公民館大ホールにて、令和
５年度定時総会を開催しました。
過去3年間は新型コロナウイルスの影響で、規模

を縮小し開催してきた定時総会ですが、通常開催と
なった今年、438名（内、委任状333名）の出席と
なり、出席率は86.9％と、過去５年間で最多の出
席率となりました。
提案された３議案は、すべて異議なく承認可決さ

れました。

新たなステージへ　みんなで つながり ささえあう 令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

定
時
総
会

定
時
総
会

表
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　（敬
称
略・五
十
音
順
）

上
山
　
伶
子
　
　
大
木
　
陽
子

垣
崎
　
静
男
　
　
加
藤
　
　
弘

金
川
仙
太
郎
　
　
河
瀬
　
勝
信

栗
林
修
治
郎
　
　
長
尾
　
　
寛

二
ノ
宮
健
一
　
　
森
野
　
貞
夫

20
年
登
録
表
彰

加
藤
　
克
治
　
　
仙
波
　
則
雄

萩
原
　
　
勉

新
規
受
注
獲
得
表
彰

明
石
　
幸
雄
　
　
池
永
　
　
洋

石
井
な
つ
ゑ
　
　
伊
藤
　
哲
朗

金
谷
　
英
彦
　
　
川
端
　
祥
子

北
口
　
康
治
　
　
北
野
　
弘
子

吉
川
　
　
寛
　
　
島
田
　
　
猛

田
代
佐
紀
子
　
　
田
中
美
智
子

堤
　
大
志
郎
　
　
中
西
　
泰
代

成
矢
　
成
一
　
　
野
添
　
清
子

古
市
　
　
博
　
　
村
上
マ
サ
エ

守
　
　
雅
子

10
年
登
録
表
彰

令
和
５
年
度
　
事
業
計
画
　
概
要

慣
れ
に
よ
り

　気
付
か
ぬ
油
断
が

　事
故
を
呼
ぶ

仙
波  

則
雄
　会
員

あ
わ
て
な
い

　あ
せ
る
心
が

　怪
我
の
も
と

今
村  

藤
男
　会
員

京
田
辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
標
語

　優
秀
作
品

令
和
５
年
度
も
４
カ
月
が
経
過
し
、
日
々
、

会
員
の
皆
様
は
仕
事
に
趣
味
に
と
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
令
和
５
年
度
こ
そ
【
賠
償
事

故
ゼ
ロ
・
傷
害
事
故
ゼ
ロ
】
を
目
指
し
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
は

事
故
や
怪
我
の
無
い
よ
う
、
健
康
面
に
も
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

－ 

安
全
標
語
の
選
考
結
果 

－

業
務
部
会
で
は
、
今
年
度
も
会
員
の
安
全

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
安
全
標
語
を

募
集
し
、
応
募
者
数
14
名
・
標
語
数
59
点
の

中
か
ら
、
２
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。

優
秀
作
品
は
シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
安
全
就
業
を
意
識
す
る
た

め
に
も
、
是
非
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た

標
語
に
つ
い
て
は
、
「
シ
ル
バ
ー
京
田
辺
」

下
部
に
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

屋
外
で
も
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
リ
ス

ク
は
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
水

分
不
足
に
よ
り
感
覚
機
能
な
ど
が
低
下
し
て

お
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
作
業

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
『
暑
い
時
に
は
無
理

は
し
な
い
』
と
い
う
こ
と
も
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
空

調
ベ
ス
ト
購
入
に
係
る
一
部
助
成
を
し
ま
し

た
。
購
入
さ
れ
た
方
や
す
で
に
空
調
ベ
ス
ト

を
お
持
ち
の
方
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
非

常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
着
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
や
塩
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度  

事
故
発
生
状
況

令和4年12月1日～令和5年3月31日現在

レンジフードの清掃中に業務用洗剤で
洗っていたところ、ゴム手袋が破損し
ていて、洗剤が右手甲まで浸透し、人
差し指及び中指を火傷した。

●病院にて治療済み
●業務用洗剤を使用する際は、手袋に破
損が無いか確実に確認をする。

就業先に自転車で向かっていたところ、
車が停まっており待っていたが、車が
動いたので行けると思い移動した際、
段差に気付かず転倒した。

●病院にて治療済み
●自転車運転時は慌てず移動する。状況
により乗車せず、自転車を押して移動
する。

性別 年齢 仕事内容発生日 発生時刻 状　況　名 事故の状況・今後の対策（会員の声）傷害名称・部位

家事
援助

家事
援助

火傷
指

打撲
足・肩

10：00

8：35

72

72

男

女

①

②

4.12.4

5.3.10

大掃除作業中、２Fトイレの
網戸を取り外そうと窓を開け
た時に、手に持っていた工具
が網戸に引っ掛かり破損した。

●修繕費会員負担
●窓の開閉時は手に物を
　持たないようにする。

性別 年齢 仕事内容発生日 発生時刻 保険適用額状　況　名 事故後の対応・今後の対策（会員の声）

家事
援助14：00 980円 －  円 980円 －  円72男① 4.12.18

熱
中
症
に
注
意
！
〜
空
調
ベ
ス
ト
の
活
用
を
〜

「
ご
安
全
に
」「
ご
健
康
に
」を
合
言
葉
に

「
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
そ
う
！

賠
償
事
故

傷
害
事
故

賠償金額 会員負担額 センター負担額

当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
、
会
員
向
け

の
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
今
や
、

「
就
業
」
だ
け
の
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
登
録
し
続
け
た
い
と
思
え
る

楽
し
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
場
の
提
供
を

推
し
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
28
日
（
水
）
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ウ
ル
新
田
辺
に
て
初
開
催
し
ま
し
た
。

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
何
十
年
ぶ
り
」
と
い

う
方
か
ら
「
昨
日
、
練
習
し
に
行
っ
て
来

た
！
」
と
い
う
気
合
十
分
の
方
ま
で
、
23

名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
び
の
び
と
投
球
さ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
出
る
と
笑
顔
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

拍
手
も
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
し
た
。

〜
み
ん
な
で

　つ
な
が
り 

さ
さ
え
あ
う
〜

シ
ル
バ
ー
で
も
っ
と
楽
し
も
う

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

毎
月
第
２
水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
初
心
者
か
ら
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
腕

前
の
方
ま
で
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
開
始
前
に
は
自
己
紹
介
を
し

て
親
睦
も
深
め
て
い
ま
す
。

卓
球
の
会

毎
月
第
３
水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
毎
回
15
名
前
後
の
方
が
参
加
し
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
で
映
画
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。

映
画
の
会
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議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
20
年
登
録
表
彰
（
対
象
10
名
）

及
び
10
年
登
録
表
彰
（
対
象
19
名
）
並
び

に
新
規
受
注
獲
得
表
彰
（
対
象
３
名
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
竹
村
理
事
長
が
『
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
へ
　
み
ん
な
で
　
つ
な
が
り
　
さ
さ

え
あ
う
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
ら
か
に
掲

げ
、
「
セ
ン
タ
ー
の
根
幹
を
な
す
会
員
拡

大
へ
声
掛
け
の
協
力
を
求
め
る
と
共
に
、

高
齢
社
会
に
対
す
る
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

一
層
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
活

力
と
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
」
と

の
開
会
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
ご
来
賓
と
し
て
、
京
都
府
山
城
広

域
振
興
局
農
林
商
工
部
・
岩
松
義
秀
参
事

様
（
局
長
代
理
）
、
京
田
辺
市
長
　
上
村

崇
様
、
京
田
辺
市
議
会
副
議
長
　
久
保
典

彦
様
（
議
長
代
理
）
を
は
じ
め
、
多
数
の

方
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

働
く
こ
と
を
求
め
入
会
し
た
会
員
が
、

永
く
働
き
続
け
ら
れ
る
と
共
に
、
セ
ン
タ

ー
に
い
つ
ま
で
も
登
録
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
会
員
の
「
出
番
」
と
「
居
場
所
づ

く
り
」
の
創
出
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
が
楽

し
み
な
が
ら

参
画
で
き
る

セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ

へ
の
対
応
と

挑
戦
に
よ
り
、

地
域
社
会
で

一
層
輝
く
団

体
と
な
る
べ

く
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

６月１日（金）、中央公民館大ホールにて、令和
５年度定時総会を開催しました。
過去3年間は新型コロナウイルスの影響で、規模

を縮小し開催してきた定時総会ですが、通常開催と
なった今年、438名（内、委任状333名）の出席と
なり、出席率は86.9％と、過去５年間で最多の出
席率となりました。
提案された３議案は、すべて異議なく承認可決さ

れました。

新たなステージへ　みんなで つながり ささえあう 令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

定
時
総
会

定
時
総
会

表
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　（敬
称
略・五
十
音
順
）

上
山
　
伶
子
　
　
大
木
　
陽
子

垣
崎
　
静
男
　
　
加
藤
　
　
弘

金
川
仙
太
郎
　
　
河
瀬
　
勝
信

栗
林
修
治
郎
　
　
長
尾
　
　
寛

二
ノ
宮
健
一
　
　
森
野
　
貞
夫

20
年
登
録
表
彰

加
藤
　
克
治
　
　
仙
波
　
則
雄

萩
原
　
　
勉

新
規
受
注
獲
得
表
彰

明
石
　
幸
雄
　
　
池
永
　
　
洋

石
井
な
つ
ゑ
　
　
伊
藤
　
哲
朗

金
谷
　
英
彦
　
　
川
端
　
祥
子

北
口
　
康
治
　
　
北
野
　
弘
子

吉
川
　
　
寛
　
　
島
田
　
　
猛

田
代
佐
紀
子
　
　
田
中
美
智
子

堤
　
大
志
郎
　
　
中
西
　
泰
代

成
矢
　
成
一
　
　
野
添
　
清
子

古
市
　
　
博
　
　
村
上
マ
サ
エ

守
　
　
雅
子

10
年
登
録
表
彰

令
和
５
年
度
　
事
業
計
画
　
概
要

慣
れ
に
よ
り

　気
付
か
ぬ
油
断
が

　事
故
を
呼
ぶ

仙
波  

則
雄
　会
員

あ
わ
て
な
い

　あ
せ
る
心
が

　怪
我
の
も
と

今
村  

藤
男
　会
員

京
田
辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
標
語

　優
秀
作
品

令
和
５
年
度
も
４
カ
月
が
経
過
し
、
日
々
、

会
員
の
皆
様
は
仕
事
に
趣
味
に
と
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
令
和
５
年
度
こ
そ
【
賠
償
事

故
ゼ
ロ
・
傷
害
事
故
ゼ
ロ
】
を
目
指
し
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
は

事
故
や
怪
我
の
無
い
よ
う
、
健
康
面
に
も
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

－ 

安
全
標
語
の
選
考
結
果 

－

業
務
部
会
で
は
、
今
年
度
も
会
員
の
安
全

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
安
全
標
語
を

募
集
し
、
応
募
者
数
14
名
・
標
語
数
59
点
の

中
か
ら
、
２
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。

優
秀
作
品
は
シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
安
全
就
業
を
意
識
す
る
た

め
に
も
、
是
非
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た

標
語
に
つ
い
て
は
、
「
シ
ル
バ
ー
京
田
辺
」

下
部
に
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

屋
外
で
も
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
リ
ス

ク
は
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
暑
さ
や
水

分
不
足
に
よ
り
感
覚
機
能
な
ど
が
低
下
し
て

お
り
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
作
業

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
『
暑
い
時
に
は
無
理

は
し
な
い
』
と
い
う
こ
と
も
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
空

調
ベ
ス
ト
購
入
に
係
る
一
部
助
成
を
し
ま
し

た
。
購
入
さ
れ
た
方
や
す
で
に
空
調
ベ
ス
ト

を
お
持
ち
の
方
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
非

常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
着
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
や
塩
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度  
事
故
発
生
状
況

令和4年12月1日～令和5年3月31日現在

レンジフードの清掃中に業務用洗剤で
洗っていたところ、ゴム手袋が破損し
ていて、洗剤が右手甲まで浸透し、人
差し指及び中指を火傷した。

●病院にて治療済み
●業務用洗剤を使用する際は、手袋に破
損が無いか確実に確認をする。

就業先に自転車で向かっていたところ、
車が停まっており待っていたが、車が
動いたので行けると思い移動した際、
段差に気付かず転倒した。

●病院にて治療済み
●自転車運転時は慌てず移動する。状況
により乗車せず、自転車を押して移動
する。

性別 年齢 仕事内容発生日 発生時刻 状　況　名 事故の状況・今後の対策（会員の声）傷害名称・部位

家事
援助

家事
援助

火傷
指

打撲
足・肩

10：00

8：35

72

72

男

女

①

②

4.12.4

5.3.10

大掃除作業中、２Fトイレの
網戸を取り外そうと窓を開け
た時に、手に持っていた工具
が網戸に引っ掛かり破損した。

●修繕費会員負担
●窓の開閉時は手に物を
　持たないようにする。

性別 年齢 仕事内容発生日 発生時刻 保険適用額状　況　名 事故後の対応・今後の対策（会員の声）

家事
援助14：00 980円 －  円 980円 －  円72男① 4.12.18

熱
中
症
に
注
意
！
〜
空
調
ベ
ス
ト
の
活
用
を
〜

「
ご
安
全
に
」「
ご
健
康
に
」を
合
言
葉
に

「
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
そ
う
！

賠
償
事
故

傷
害
事
故

賠償金額 会員負担額 センター負担額

当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
、
会
員
向
け

の
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
今
や
、

「
就
業
」
だ
け
の
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
登
録
し
続
け
た
い
と
思
え
る

楽
し
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
場
の
提
供
を

推
し
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
28
日
（
水
）
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ウ
ル
新
田
辺
に
て
初
開
催
し
ま
し
た
。

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
何
十
年
ぶ
り
」
と
い

う
方
か
ら
「
昨
日
、
練
習
し
に
行
っ
て
来

た
！
」
と
い
う
気
合
十
分
の
方
ま
で
、
23

名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
び
の
び
と
投
球
さ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ス
ペ
ア
が
出
る
と
笑
顔
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。

拍
手
も
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
し
た
。

〜
み
ん
な
で

　つ
な
が
り 

さ
さ
え
あ
う
〜

シ
ル
バ
ー
で
も
っ
と
楽
し
も
う

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

毎
月
第
２
水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
初
心
者
か
ら
大
会
出
場
レ
ベ
ル
の
腕

前
の
方
ま
で
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
開
始
前
に
は
自
己
紹
介
を
し

て
親
睦
も
深
め
て
い
ま
す
。

卓
球
の
会

毎
月
第
３
水
曜
日
・
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
毎
回
15
名
前
後
の
方
が
参
加
し
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
で
映
画
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。

映
画
の
会
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地
域
班
長
　お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

新
地
域
班
長
　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
は
、
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
て
22
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
説
明
で
「
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
声
が
か
か
る
の
で
は
」
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
予
想
は
的
中
で
山
手
南

地
区
の
班
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
5
月
下
旬
に
は
、
新
旧
班
長
会
議
が
あ
り

出
席
し
、
「
班
長
が
輪
番
制
に
な
っ
た
状
況
」
に
つ
い
て
、
ま
た
「
松
井
ケ
丘
地
区
の
連
綿

と
続
く
班
長
会
議
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
会
合
の
お
か
げ
で
、
い
つ
か
ら
何
を
す
る
の
か
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
若
い
頃
か
ら
常
に
「
忠
誠
努
力
し
て
要
求
せ
ず
」
の
精
神
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
る
の
も
短
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
格
言
通
り
に

要
求
す
る
こ
と
な
く
全
力
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
班
長
と
し
て
も
経
験
不
足
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
、
心
中
お
察
し

下
さ
い
ま
し
て
、
ご
協
力
方
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域班長【輪番制に】地域班長【輪番制に】
地
区
委
員
長・地
域
班
長
全
体
会
議 

開
催

地
区
委
員
長・地
域
班
長
全
体
会
議 

開
催

地域班組織が変わります。地域班組織が変わります。
去
る
６
月
22
日
（
木
）
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
て
、
令
和
５
年
度
　
地
区
委
員
長
・
地
域

班
長
全
体
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
輪
番
制
」
に
よ

り
就
任
い
た
だ
い
た
各
地
区
の
新
班
長
の
皆
さ

ん
（
47
名
中
26
名
出
席
）
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
地
区
委
員
長
・
地
域
班
長
の
役
割
や
地
域

班
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
各
地
区
の
担
当
理
事
も
紹
介
す

る
場
を
設
け
ま
し
た
。

今
年
度
、
８
地
区

す
べ
て
の
地
域
班
の

班
長
が
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
各
班

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
会

員
へ
の
情
報
提
供
と

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の

協
力
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 当

セ
ン
タ
ー
で
は
小
学
校
区
毎
の
８
地
区
で

地
域
班
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
区
委
員
長
及
び
地
域
班
長
の
成
り

手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
、
地

区
委
員
長
会
議
で
協
議
を
進
め
、
令
和
５
年
度

よ
り
各
地
区
で
の
地
域
班
長
は
【
入
会
順
に
よ

る
輪
番
制
】
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
班
長
を
さ
れ

て
い
た
方
、
今
年
度
か
ら
就
任
さ
れ
た
方
に
率

直
な
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
会
員
組
織
で
す
。
皆
さ
ん
の
手

で
繋
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

活躍する会員

集団託児

会員向けスマホ講習

広報配布

女性のつどい

市
原 

孝
之  

会
員
（
松
井
ケ
丘
地
区
）

こ
の
た
び
、
班
長
会
議
等
に
参
加
し
、
話

題
の
な
か
で
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
皆
さ

ん
大
変
努
力
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
感

心
す
る
と
共
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
な
か
で
話
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、

近
く
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
誰
な
の
か
、
交
流

が
な
い
た
め
知
ら
な
い
等
、
多
々
あ
り
ま
す
。

総
会
で
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。

サ
ー
ク
ル
等
に
参
加
し
て
い
な
い
私
だ
か

ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
そ
う
い
う
こ

と
の
な
か
で
班
長
輪
番
制
は
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
少
し
で
も
顔
合
わ
せ

が
増
え
れ
ば
、
何
か
変
化
が
起
こ
る
と
期
待

で
き
る
か
ら
で
す
。

私
も
こ
の
地
域
班
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、

少
し
で
も
仲
間
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
西 

長
守  

会
員

（
田
辺
地
区
）

62
歳
で
定
年
退
職
を
し
、
3
年
間

自
由
を
満
喫
し
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ

て
65
歳
で
当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
15

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
間
、
た
だ
な
ん
と
な
く
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
こ
な
し
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

本
年
よ
り
輪
番
制
に
て
地
域
班
長

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
主
自

立
の
観
点
か
ら
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
携
わ
る
方
々
や
地

域
の
皆
様
に
感
謝
の
心
と
恩
返
し
の

出
来
る
喜
び
を
抱
き
な
が
ら
、
班
長

業
務
に
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

久
保 

次
郎  

会
員 

（
桃
園
地
区
）

６
年
前
、
前
任
の
班
長
が
退
会
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
旦
断
り

ま
し
た
が
、
強
制
的
に
班
長
に
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
６
年
、

班
員
の
入
退
会
も
あ
り
、
班
長
交
代
も
考
え
ま
し
た
が
、
新
会
員

は
自
分
よ
り
年
配
か
１
年
未
満
で
退
会
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
今

回
輪
番
制
が
導
入
さ
れ
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

班
長
の
主
な
役
目
は
月
末
の
広
報
配
布
で
、
晴
れ
た
日
に
行
え

ば
気
分
転
換
に
も
な
り
苦
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
輪
番
制
に
伴

い
、
班
長
経
験
な
し
の
若
い
会
員
番
号
の
方
が
班
長
を
さ
れ
る
為
、

地
域
に
よ
っ
て
は
人
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
き
、
班
の
見
直
し
も

検
討
し
て
い
る
様
で
す
。

一
層
の
こ
と
、
地
域
班
長
を
廃
止
し
、
市
内
の
掲
示
板
全
部
に

主
な
目
次
だ
け
の
広
報
を
貼
付
し
、
詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
事
務
所

に
訪
ね
る
シ
ス
テ
ム
に
す
れ
ば
労
力
も
少
な
く
済
み
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
会
員
が
必
要
な
総
会
や
駅
前
清
掃
等
の
行
事
の

際
は
、
各
会
員
に
登
録
済
ス
マ
ホ
に
メ
ー
ル
送
信
す
る
こ
と
で
、

無
駄
な
く
効
率
よ
く
物
事
が
進
展
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
京
田
辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

赤
﨑 

修
次  

会
員
（
田
辺
地
区
）

私
は
平
成
26
年
1
月
に
入
会
し
て
、
28
年
よ
り
班
長
に
依
頼
さ

れ
て
７
年
余
り
た
ち
ま
し
た
。

当
初
は
事
務
局
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
２
年
間
の
予
定
で
し
た

が
、
継
続
更
新
の
連
絡
が
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
事
務

局
も
後
任
者
の
引
受
者
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

班
長
の
業
務
は
主
に
会
報
の
配
布
で
す
が
、
大
変
だ
っ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
の
配
布
は
昨
年
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
参
加
状
況
の
報
告
も
あ
り
、
一
部
の
会
員
で
一
回
も

連
絡
の
な
い
会
員
も
い
ま
し
た
。
不
参
加
で
も
会
員
の
義
務
と
し

て
連
絡
し
て
頂
き
た
い
。

今
年
度
よ
り
輪
番
制
に
な
り
ま
す
が
、
共
働
・
共
助
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
沿
っ
た
最
善
策
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
地
域

班
長
会
で
何
度
か
議
論
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
理
事
会
、
担
当
部
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

私
事
で
す
が
来
年
80
歳
に
な
り
ま
す
。
こ
の
歳
で
働
け
る
場
が

あ
り
、
行
事
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る
こ
と
は
、
事
務
局
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
と
思
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

山
下 

広
文  

会
員
（
桃
園
地
区
）

地
域
班
長
を
経
験
し
た
な
か
で
、
主
な
務
め
は
会
員
様
へ
の
会

報
「
シ
ル
バ
ー
人
材
だ
よ
り
」
と
広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
京
田
辺
」

の
お
届
け
で
す
が
、
地
区
委
員
長
様
か
ら
の
受
け
取
り
か
ら
出
来

る
だ
け
早
く
お
届
け
し
て
情
報
を
見
て
頂
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

健
康
の
た
め
歩
い
て
回
り
、
ご
本
人
が
お
ら
れ
る
時
は
「
今
は

お
仕
事
ど
う
で
す
か
？
」
と
か
「
体
調
い
か
が
で
す
か
？
」
と
か

話
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
本
人
が
就
労
さ
れ
て
い
る
時
間

が
多
く
、
時
に
は
ご
家
族
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
庭
の
花
や
趣
味
の

話
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
ま
だ
ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
足
ら
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

次
期
地
域
班
長
に
な
ら
れ
る
方
、
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
ま
ず

会
員
の
皆
さ
ん
に
広
報
誌
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
が
総
務
部

会
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
、
広
報
誌
の
届
け
先
の
会
員
様
と
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

二
谷 

隆
朗  

会
員
（
草
内
地
区
）

私
は
家
庭
の
都
合
で
し
ば
ら
く
仕
事
は
休
ま
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
地
域
班
長
と
し
て
も
あ
ま
り
手
伝
い
が
で
き
ず
、
月
１
度

の
会
報
を
配
ら
せ
て
い
た
だ
く
の
で
精
一
杯
で
、
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
頃
は
、
直
接
手
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
忙
し
い
と
思
い
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
さ
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
色
々
な
広
告
等
も
一
緒
に
入
る
の
で
、
捨
て
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
気
に
は
な
り
ま
す
が
･
･
･
。

私
と
し
て
は
、
会
報
の
配
布
作
業
は
、
運
動
を
兼
ね
て
少
々
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

野
添 

清
子  

会
員
（
田
辺
東
地
区
）
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地
域
班
長
　お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

新
地
域
班
長
　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

私
は
、
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
っ
て
22
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
説
明
で
「
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
声
が
か
か
る
の
で
は
」
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
予
想
は
的
中
で
山
手
南

地
区
の
班
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
5
月
下
旬
に
は
、
新
旧
班
長
会
議
が
あ
り

出
席
し
、
「
班
長
が
輪
番
制
に
な
っ
た
状
況
」
に
つ
い
て
、
ま
た
「
松
井
ケ
丘
地
区
の
連
綿

と
続
く
班
長
会
議
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
会
合
の
お
か
げ
で
、
い
つ
か
ら
何
を
す
る
の
か
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
若
い
頃
か
ら
常
に
「
忠
誠
努
力
し
て
要
求
せ
ず
」
の
精
神
で
生
き
て
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な
る
の
も
短
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
格
言
通
り
に

要
求
す
る
こ
と
な
く
全
力
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
班
長
と
し
て
も
経
験
不
足
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
、
心
中
お
察
し

下
さ
い
ま
し
て
、
ご
協
力
方
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域班長【輪番制に】地域班長【輪番制に】
地
区
委
員
長・地
域
班
長
全
体
会
議 

開
催

地
区
委
員
長・地
域
班
長
全
体
会
議 

開
催

地域班組織が変わります。地域班組織が変わります。
去
る
６
月
22
日
（
木
）
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
て
、
令
和
５
年
度
　
地
区
委
員
長
・
地
域

班
長
全
体
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
輪
番
制
」
に
よ

り
就
任
い
た
だ
い
た
各
地
区
の
新
班
長
の
皆
さ

ん
（
47
名
中
26
名
出
席
）
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
地
区
委
員
長
・
地
域
班
長
の
役
割
や
地
域

班
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
各
地
区
の
担
当
理
事
も
紹
介
す

る
場
を
設
け
ま
し
た
。

今
年
度
、
８
地
区

す
べ
て
の
地
域
班
の

班
長
が
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
各
班

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
会

員
へ
の
情
報
提
供
と

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の

協
力
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 当

セ
ン
タ
ー
で
は
小
学
校
区
毎
の
８
地
区
で

地
域
班
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
地
区
委
員
長
及
び
地
域
班
長
の
成
り

手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
、
地

区
委
員
長
会
議
で
協
議
を
進
め
、
令
和
５
年
度

よ
り
各
地
区
で
の
地
域
班
長
は
【
入
会
順
に
よ

る
輪
番
制
】
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
班
長
を
さ
れ

て
い
た
方
、
今
年
度
か
ら
就
任
さ
れ
た
方
に
率

直
な
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
会
員
組
織
で
す
。
皆
さ
ん
の
手

で
繋
が
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

活躍する会員

集団託児

会員向けスマホ講習

広報配布

女性のつどい

市
原 

孝
之  

会
員
（
松
井
ケ
丘
地
区
）

こ
の
た
び
、
班
長
会
議
等
に
参
加
し
、
話

題
の
な
か
で
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
皆
さ

ん
大
変
努
力
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
感

心
す
る
と
共
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
な
か
で
話
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、

近
く
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
誰
な
の
か
、
交
流

が
な
い
た
め
知
ら
な
い
等
、
多
々
あ
り
ま
す
。

総
会
で
も
知
ら
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。

サ
ー
ク
ル
等
に
参
加
し
て
い
な
い
私
だ
か

ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
そ
う
い
う
こ

と
の
な
か
で
班
長
輪
番
制
は
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
少
し
で
も
顔
合
わ
せ

が
増
え
れ
ば
、
何
か
変
化
が
起
こ
る
と
期
待

で
き
る
か
ら
で
す
。

私
も
こ
の
地
域
班
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、

少
し
で
も
仲
間
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
西 

長
守  

会
員

（
田
辺
地
区
）

62
歳
で
定
年
退
職
を
し
、
3
年
間

自
由
を
満
喫
し
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ

て
65
歳
で
当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
15

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
間
、
た
だ
な
ん
と
な
く
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
こ
な
し
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

本
年
よ
り
輪
番
制
に
て
地
域
班
長

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
主
自

立
の
観
点
か
ら
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
携
わ
る
方
々
や
地

域
の
皆
様
に
感
謝
の
心
と
恩
返
し
の

出
来
る
喜
び
を
抱
き
な
が
ら
、
班
長

業
務
に
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

久
保 

次
郎  

会
員 

（
桃
園
地
区
）

６
年
前
、
前
任
の
班
長
が
退
会
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
旦
断
り

ま
し
た
が
、
強
制
的
に
班
長
に
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
６
年
、

班
員
の
入
退
会
も
あ
り
、
班
長
交
代
も
考
え
ま
し
た
が
、
新
会
員

は
自
分
よ
り
年
配
か
１
年
未
満
で
退
会
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
今

回
輪
番
制
が
導
入
さ
れ
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

班
長
の
主
な
役
目
は
月
末
の
広
報
配
布
で
、
晴
れ
た
日
に
行
え

ば
気
分
転
換
に
も
な
り
苦
で
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
輪
番
制
に
伴

い
、
班
長
経
験
な
し
の
若
い
会
員
番
号
の
方
が
班
長
を
さ
れ
る
為
、

地
域
に
よ
っ
て
は
人
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
き
、
班
の
見
直
し
も

検
討
し
て
い
る
様
で
す
。

一
層
の
こ
と
、
地
域
班
長
を
廃
止
し
、
市
内
の
掲
示
板
全
部
に

主
な
目
次
だ
け
の
広
報
を
貼
付
し
、
詳
し
く
は
シ
ル
バ
ー
事
務
所

に
訪
ね
る
シ
ス
テ
ム
に
す
れ
ば
労
力
も
少
な
く
済
み
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
会
員
が
必
要
な
総
会
や
駅
前
清
掃
等
の
行
事
の

際
は
、
各
会
員
に
登
録
済
ス
マ
ホ
に
メ
ー
ル
送
信
す
る
こ
と
で
、

無
駄
な
く
効
率
よ
く
物
事
が
進
展
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
京
田
辺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

赤
﨑 

修
次  

会
員
（
田
辺
地
区
）

私
は
平
成
26
年
1
月
に
入
会
し
て
、
28
年
よ
り
班
長
に
依
頼
さ

れ
て
７
年
余
り
た
ち
ま
し
た
。

当
初
は
事
務
局
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
２
年
間
の
予
定
で
し
た

が
、
継
続
更
新
の
連
絡
が
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
事
務

局
も
後
任
者
の
引
受
者
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

班
長
の
業
務
は
主
に
会
報
の
配
布
で
す
が
、
大
変
だ
っ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
の
配
布
は
昨
年
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
参
加
状
況
の
報
告
も
あ
り
、
一
部
の
会
員
で
一
回
も

連
絡
の
な
い
会
員
も
い
ま
し
た
。
不
参
加
で
も
会
員
の
義
務
と
し

て
連
絡
し
て
頂
き
た
い
。

今
年
度
よ
り
輪
番
制
に
な
り
ま
す
が
、
共
働
・
共
助
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
沿
っ
た
最
善
策
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
地
域

班
長
会
で
何
度
か
議
論
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
理
事
会
、
担
当
部
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

私
事
で
す
が
来
年
80
歳
に
な
り
ま
す
。
こ
の
歳
で
働
け
る
場
が

あ
り
、
行
事
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る
こ
と
は
、
事
務
局
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
と
思
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

山
下 

広
文  

会
員
（
桃
園
地
区
）

地
域
班
長
を
経
験
し
た
な
か
で
、
主
な
務
め
は
会
員
様
へ
の
会

報
「
シ
ル
バ
ー
人
材
だ
よ
り
」
と
広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
京
田
辺
」

の
お
届
け
で
す
が
、
地
区
委
員
長
様
か
ら
の
受
け
取
り
か
ら
出
来

る
だ
け
早
く
お
届
け
し
て
情
報
を
見
て
頂
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

健
康
の
た
め
歩
い
て
回
り
、
ご
本
人
が
お
ら
れ
る
時
は
「
今
は

お
仕
事
ど
う
で
す
か
？
」
と
か
「
体
調
い
か
が
で
す
か
？
」
と
か

話
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
本
人
が
就
労
さ
れ
て
い
る
時
間

が
多
く
、
時
に
は
ご
家
族
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
庭
の
花
や
趣
味
の

話
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
ま
だ
ま
だ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
足
ら
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

次
期
地
域
班
長
に
な
ら
れ
る
方
、
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
ま
ず

会
員
の
皆
さ
ん
に
広
報
誌
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
が
総
務
部

会
の
皆
さ
ん
の
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
、
広
報
誌
の
届
け
先
の
会
員
様
と
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

二
谷 

隆
朗  

会
員
（
草
内
地
区
）

私
は
家
庭
の
都
合
で
し
ば
ら
く
仕
事
は
休
ま
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
地
域
班
長
と
し
て
も
あ
ま
り
手
伝
い
が
で
き
ず
、
月
１
度

の
会
報
を
配
ら
せ
て
い
た
だ
く
の
で
精
一
杯
で
、
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
頃
は
、
直
接
手
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
忙
し
い
と
思
い
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
さ
れ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
色
々
な
広
告
等
も
一
緒
に
入
る
の
で
、
捨
て
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
気
に
は
な
り
ま
す
が
･
･
･
。

私
と
し
て
は
、
会
報
の
配
布
作
業
は
、
運
動
を
兼
ね
て
少
々
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

野
添 

清
子  

会
員
（
田
辺
東
地
区
）
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

出
席
者
の
制
限
が
な
く
通
常
開
催
に
な
り
、

出
席
者
・
委
任
状
提
出
者
併
せ
て
87
％
の

高
出
席
率
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
地
域
班
長
の
輪
番
制
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
班
体
制
の
一

層
の
充
実
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
休
止
さ
れ

て
い
た
同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
再

開
、
更
に
互
助
会
活
動
で
は
新
た
に
「
映

画
の
会
」
や
「
卓
球
の
会
」
等
を
開
催
し
、

〜
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
　
み
ん
な
で
つ
な

が
り
　
さ
さ
え
あ
う
〜
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

『
み
ん
な
で
学
ぼ
う
出
前
講
座
』（
９

月
・
11
月
）・
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
『
き
て

き
て
』（
８
月
）・『
シ
ル
バ
ー
の
日
の
取

り
組
み
』（
日
時
未
定
）
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
熱
中
症
予
防
な
ど
健
康
管
理

に
十
分
気
を
つ
け
て
「
仲
間
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
仕
事
」
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
の
「
き
て
き
て
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
繋
が
る
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

『
あ
な
た
の
不
要
に
な
っ
た
モ
ノ
が
　
誰
か
の
必
要
な
モ
ノ
に
な
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

行
う
「
物
々
交
換
」
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、
1
点
持
参
し
た
ら
1
点
持
ち
帰
る
ル
ー
ル
で
す
。
モ
ノ
を
大
切
に
残

し
、
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
不
要
な
消
費
を
減
ら
し

思
い
出
や
気
持
ち
の
バ
ト
ン
が
繋
が
り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
方
（
会
員
外
の
方
も
Ｏ
Ｋ
）
に
も
お
声
か
け

い
た
だ
き
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
8
月
29
日（
火
）13
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム（
シ
ル
バ
ー
事
務
所
横
）

●
内
容
　
衣
料
品
及
び
服
飾
雑
貨（
帽
子
・
ス
カ
ー
フ
・
手
袋
等
）

を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
会
場
に
あ
る
別
の
モ
ノ
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す（
物
々
交
換
）。

　
　
　
　
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
た
め
、
０

円
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　シルバー人材センター事業は「高齢者の豊かな知識・経験・技能
を生かした『働く場』を提供し、働くことを通じて社会参加を図り、
生活感を充実させ、高齢者の能力を生かした活力ある地域社会づく
りをめざす」ものであり、事業そのものがＳＤＧｓの目標に対し有
用であると考えられます。
◎当センターは一人でも多くの方に、センターの会員となってい
ただき、その役割を十分に発揮し、持続可能な社会の実現を目
指します。１７の目標のうち、特に優先的に実施すべき主な取
り組みは次のとおりです。

 【SDGsとは】
SDGs（Sustainable　Development　Goals：持続可能な開発
目標）は地球上の様々な問題を解決して、誰も取り残さないように、
みんなが幸せに暮らせる世界を目指すための目標です。2015年の
国連で決められた、2030年までに達成したい17の目標があります。

＊
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン「
き
て
き
て
」＊

あなたの活動がシルバー人材センターとＳＤＧｓに

編編

集集

後後

記記

　
今
年
度
は
「
み
ん
な
で
　
つ
な
が
り
　
さ
さ
え
あ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
登
録
し
続
け
た
い
と
思
え
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指

し
、
就
業
以
外
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
企

画
・
実
施
し
て
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
で
シ
ル
バ
ー
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

表
紙
解
説

～ みんなで  つながり  ささえあう ～～ みんなで  つながり  ささえあう ～

ぐ
る
り  

お
譲
り
交
換
会

優
先
的
に
実
施
す
べ
き
主
な
取
り
組
み

１高齢者世代が活躍
　できる就業の確保
　と提供

２高齢者世代が学び
　ながら交流できる
　場を提供

３地域社会との連携
　と貢献できる場の
　提供

「
絵
手
紙
」は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　 は
じ
め
ま
し
た

ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

　
　 は
じ
め
ま
し
た

今
年
度
か
ら
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
回

「
５
０
０
円
」
）
の
受
講
料
で
、
『
絵
手

紙
講
座
』
を
始
め
ま
し
た
。

絵
手
紙
が
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
講
座
と
な
っ
て
お
り
、
講
師
は
日

本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
で
も
あ
る
セ
ン

タ
ー
の
会
員
さ
ん
で
す
。

季
節
に
合
わ
せ
て
、
気
負
わ
ず
楽
し
く

描
い
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
参
加
者
同
士

の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
生
徒
さ
ん
募
集
中
で
す
。
会

員
外
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
特

技
や
資
格
等
を
活
か
し
て
、
新
た
な
就

業
機
会
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
優
れ
た
技
能
、

資
格
、
経
験
等

を
講
座
や
講
演

等
の
講
師
や
指

導
者
と
し
て
生

か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
使
用
済
み
の
下
着
類
や
着
物・ネ
ク
タ
イ
は
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
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